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通知 

令和７年１⽉２８⽇ 

関係各位 
 
２０１２年にノーベル⽣理学・医学賞を受賞した⼭中伸弥さん（ 国⽴⼤学法⼈

京都⼤学ｉＰＳ細胞研究所名誉所⻑・教授）ら本件
．．

誤情報
．．．

の発信者
．．．．

について、令
和７年８⽉１⽇、⽇本弁護⼠連合会に対し、⼈権救済を申し⽴てます。 

粘液糖タンパク質: ムチン 
・気管、胃腸などの消化管、⽣殖腺などの内側にある粘液の主要
タンパク質。 
・表⾯をおおって守っている。 
・納⾖や⼭芋などのネバネバの正体でもある。 

『ヒトゲノムマップ（第 1 版第 1 冊発⾏：2006 年 3 ⽉ 25 ⽇） 
第 2 版第 1 冊発⾏：2008 年 10 ⽉ 25 ⽇） 
第 3 版第 1 冊発⾏：2013 年 3 ⽉ 31 ⽇）』 

監修：⽂部科学省（科学技術週間 https://www.mext.go.jp/stw/） 
資料協⼒：⼭中伸弥（京都⼤学 物質−細胞統合システム拠点 

iPS 細胞研究センター/再⽣医科学研究所） 
https://jeanne.jp/cira.kyoto-u.ac.jp_2025.1.28.pdf 

（理由）植物の粘性物質を「ムチン」と呼ぶことの起源や根拠について： 
「ムチン（英：mucin）」とは、明治期以降に伝来した、動物の粘液の主
成分（粘質物）を指す外来語である。 
しかし、英和辞典がその語源とされる⾔葉「粘液（英：mucus）」の語釈
として補説「（動植物の）」を付けたことから、ムチンもまた「動植物の
粘液の主成分」と誤って解された。 
この誤解を広めたのは、『広辞苑』で知られる岩波書店が戦前戦後に出版
した『理化学辞典』、『⽣物学辞典』、『英和辞典』であったが、半世紀以
上も前の１９７０年代に訂正が⾏われていた。 
https://jeanne.jp/suifu_court_iwanami_2023.1.23.pdf#page=5 
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なお、該当者については、後⽇、改めて通知します。 
以上、よろしくお願いします。 
 
では。 
 
++++++++++++++ 
公共メディア じゃんぬ 
Common Sense, Jeanne! 
https://jeanne.jp 
++++++++++++++ 
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